
石鑑定の専門資格を取得。現在は,

先代の父,政 吉氏の手を借りなが

ら店の全般を取り仕切っている。

猾忘雷I厭雷
と地域と

「僕がこの仕事をやるうえでい

つも考えているのは,『伝統を守

りたい』『お客さんのためになり

たい』『地域に必要とされるお店

にしたい』ということです。質屋

は地方によって品物はもちろん,

お客さんも違ってきます。都内の

質屋では他県からのお客さんも多

いのですが,う ちでは地域密着で

やってきました。親子二代で来て

くれるお客さんもいます。値段が

付かない物を預かれば,損 をする

こともありますが,そ れでも,

『あのときは助かりました』と返

済しに来てくれるお客さんがいる

から,頑張っていけるんです。正

直なところ,貸 し付けでは,質草

を預かれば預かるほど保管のため

に負担が生じ,5,000円以下の場

合,採算が合わないため,扱 わな

いところも少なくありません。で

も,僕 はそれを扱うのが質屋の仕

事だと思っています」
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